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を
使
っ
て
、
う
ま
く
台
湾
を
操
っ
て
い
る
と
も
い

え
る
。
中
国
は
同
時
に
北
朝
鮮
と
い
う
カ
ー
ド

も
う
ま
く
捌
い
て
い
る
。
北
朝
鮮
に
多
大
な
物

資
を
援
助
し
、
そ
の
生
死
を
握
る
中
国
。
北
朝

鮮
問
題
は
、
中
国
問
題
な
の
だ
。
地
政
学
的
に

朝
鮮
半
島
は
常
に
ロ
シ
ア
、
中
国
、
日
本
の
支

配
を
受
け
や
す
い
場
所
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の

国
に
分
裂
し
て
い
る
時
代
が
長
い
が
、
外
敵
に

対
し
て
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
戦
う
。「
気
を
つ

け
ろ
。
北
も
南
も
み
な
朝
鮮
」
な
の
だ
。
南
北

朝
鮮
が
統
一
さ
れ
、
日
本
の
隣
に
核
を
も
っ
た

国
が
誕
生
し
た
時
は
、
脅
威
で
あ
る
。

週
刊
文
春
の
販
売
差
し
止
め
問
題
。
裁
判
所

の
販
売
差
し
止
め
命
令
が
拘
束
す
る
の
は
、
文

藝
春
秋
社
の
み
だ
っ
た
た
め
、
小
売
店
で
は
該

当
号
を
販
売
、
七
十
数
万
部
が
完
売
と
な
っ
た

の
は
皮
肉
な
話
だ
。
イ
ギ
リ
ス
で
、
扇
情
的
な

イ
エ
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
裁
判
に

勝
て
ば
、
賠
償
金
は
膨
大
な
額
に
上
る
。
こ
れ

が
一
つ
の
歯
止
め
な
の
だ
が
、
日
本
に
は
な
い
。

ま
た
日
本
の
裁
判
官
の
意
識
も
一
般
大
衆
レ

ベ
ル
。
最
初
か
ら
政
治
家
や
事
業
家
、
金
持
ち

は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
、
色
眼
鏡
で

見
て
く
る
。
窃
盗
事
件
に
対
す
る
量
刑
が
甘
か

っ
た
裁
判
官
が
、
自
分
の
家
に
泥
棒
が
入
っ
た

と
た
ん
、
量
刑
を
厳
し
く
し
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
早
く
て
二
十
五
歳
で
裁
判
官
に
任
官
さ

れ
、
実
世
界
を
知
ら
な
い
ま
ま
六
十
歳
ま
で
。

途
中
何
年
間
は
、
一
般
企
業
で
働
く
な
ど
、「
一

般
の
社
会
」
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
は
資
本
主
義
の
国
で
あ
る
の
に
、
政
治

家
や
官
僚
が
株
を
持
つ
こ
と
は
「
悪
い
こ
と
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
政
治
家
は
特
権
が

あ
り
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
で
情
報
を
仕
入
れ
て
い

る
と
一
般
の
人
は
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
間
違
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
人
々
の
思
い

込
み
が
誤
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
民
意
に
従

っ
て
政
治
を
行
う
の
が
、
民
主
主
義
の
原
則
で

あ
る
が
、
民
意
が
間
違
っ
て
い
る
時
に
ど
う
す

る
の
か
。
日
本
に
も
「
元
老
院
」の
よ
う
な
制
度

を
導
入
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
大
戦
の

開
戦
に
つ
い
て
も
、
通
常
は
「
軍
部
の
独
走
」
な

ど
と
言
っ
て
逃
げ
て
い
る
が
、
あ
の
時
点
で
国

民
投
票
を
行
っ
た
ら
、
圧
倒
的
に
開
戦
派
が
多

数
を
占
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

中
選
挙
区
制
と
比
較
し
て
、
小
選
挙
区
制
の

弊
害
が
だ
ん
だ
ん
目
に
つ
い
て
き
た
。
小
選
挙

区
に
な
っ
て
も
か
か
る
費
用
は
同
じ
。
し
か
も

五
十
％
以
上
の
得
票
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
当

選
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
の
東
京
と
地
元
と
の

往
復
で
、
精
力
を
使
い
果
た
す
。
中
選
挙
区
制

で
は
二
十
％
の
得
票
が
あ
れ
ば
勝
て
た
の
で
、

例
え
ば
安
全
保
障
問
題
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

も
当
選
で
き
た
。
今
は
満
遍
な
く
政
策
を
見
、

問
題
の
な
い
人
物
し
か
通
ら
な
い
。

民
主
党
は
、
反
自
民
の
票
は
獲
得
す
る
が
、

選
挙
基
盤
は
極
め
て
弱
い
。
自
民
党
が
本
当
に

「
い
い
候
補
」
を
立
て
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

選
挙
区
が
、
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
や
は
り

選
挙
は
候
補
者
次
第
だ
。
前
回
、
前
々
回
の
衆

議
院
議
員
選
挙
の
得
票
率
、
得
票
数
の
全
国
ベ

ス
ト
二
十
を
見
て
み
て
も
、
上
位
は
自
民
党
が

独
占
。
自
民
党
か
ら
出
れ
ば
ブ
ッ
チ
ギ
リ
で
当

選
で
き
る
若
手
で
も
、
民
主
党
か
ら
出
て
苦
戦

し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
自
民
党
の
基
盤
が
強
い

都
道
府
県
も
多
い
。
改
革
は
保
守
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
。
前
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
も
、

菅
さ
ん
だ
か
ら
自
民
党
に
勝
て
な
か
っ
た
が
、

も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
民
主
党

が
勝
っ
て
い
た
。

日
本
で
も
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

投
票
率
の
低
下
。
し
か
し
こ
れ
は
先
進
国
に
お

け
る
世
界
的
な
傾
向
だ
。
規
模
の
小
さ
な
地
方

自
治
体
で
は
投
票
率
が
高
く
、
都
市
部
に
行
く

ほ
ど
投
票
率
が
低
く
、
政
治
に
関
心
が
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
「
豊
か
さ
」
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
接
政
治
が
自
分
の
生

活
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
な
い
た
め
に

起
き
て
い
る
こ
と
だ
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
徴
兵
制

を
導
入
し
て
、
細
目
は
都
道
府
県
別
の
裁
量
で

決
定
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。
投
票
率
が

格
段
に
上
昇
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
を
も
っ
と
良
い
国
に
す
る
た
め
に
は
、

個
人
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
築
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
政
策
が
、

生
活
者
よ
り
も
景
気
動
向
や
法
人
に
向
き
過

ぎ
て
い
る
。
生
産
者
側
の
話
し
し
か
せ
ず
、
生

活
者
の
こ
と
を
考
え
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、

生
活
者
が
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
政
策
、
例
え

ば
住
み
や
す
い
家
、
長
く
使
え
る
家
を
獲
得
し

や
す
く
す
る
の
は
ど
う
か
。
個
人
の
住
宅
に
も

償
却
を
認
め
、
課
税
特
別
措
置
法
を
止
め
、
大

型
の
住
居
の
購
入
を
促
進
す
る
。
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ド
リ
ー
ム
が
描
け
る
よ
う
に
、
税
制
で
優
遇
、
誘

導
を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は

所
得
の
割
に
は
、
裕
福
で
あ
る
と
い
う
実
感
が

な
い
。
食
品
類
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

税
制
に
も
問
題
が
あ
る
。
不
動
産
売
買
に
お
い

て
も
、
実
際
の
購
入
金
額
よ
り
も
評
価
額
の
方

が
高
い
た
め
、
割
高
な
固
定
資
産
税
を
取
ら
れ

る
。
不
動
産
取
得
税
を
取
ら
れ
た
上
に
、
消
費

税
も
取
ら
れ
る
の
は
二
重
課
税
で
あ
る
。
取
り

易
い
と
こ
ろ
か
ら
税
金
を
取
る
と
い
う
考
え
を

改
め
、
生
活
者
の
観
点
か
ら
税
制
を
抜
本
的
に

改
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

法
人
よ
り
も
生
活
者
を

重
視
し
た
政
策
へ
の
転
換
を

結
局
選
挙
は
候
補
者
次
第
。

い
い
候
補
を
立
て
た
党
が
勝
つ
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キ
リ
ト
リ
線
か
ら
切
り
離
し
て
、
机
や
壁
に
貼
る
な
ど
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲

小学生時代より読み続けた新聞による知識を、世界64カ国にも及ぶ諸国の遊学と経験で検証し、

あらゆる国の文化、慣習を身に付ける。キューバのカストロ首相との鼎談をはじめ、李登輝前台湾総統、

金泳三元韓国大統領、ホセ・デ・ベネシアフィリピン下院議長兼与党共同総裁や森前内閣総理大臣など、

これまで訪れた国々に多数の交友関係を築き、世界の政治・経済・軍事の情報をいち早くキャッチする

とともに、歴史や文化、建築物、デザインなどに深い関心を寄せる。社会時評エッセイスト、CFプロデューサー、

コピーライター、プランナー、デザイナーとして活躍するほか、射撃、テニス、スキーとともにモータースポーツを

こよなく愛し、レース経験を持つ大のモーターファンで、オーストラリアFIAワールドラリーにプライベート

チームをエントリーさせ、Nクラス総合世界第3位に輝く実績を持つ。

Patriot ic Essayist

藤 誠 志
Se i j i  F u j i

若さは武器 若さの中に無限の可能性がある

願
望
は
自
ら
実
現
す
る
●
二
〇
〇
三
年
七
月

正
を
以
て
合
い

奇
を
以
て
勝
つ
●
二
〇
〇
三
年
八
月

発
想
は

移
動
距
離
に

比
例
す
る
●
二
〇
〇
三
年
九
月

能
あ
る
鷹
は

爪
を
出
せ
●
二
〇
〇
三
年
十
月

仕
事
を
遊
び
に

遊
び
を
仕
事
に
●
二
〇
〇
三
年
十
一
月

成
功
の
衆
に
出
ず
る

所
以
の
者
は
先
知
な
り
●
二
〇
〇
三
年
十
二
月

た
っ
た
一
度
の
人
生

人
間
二
百
年

生
き
た
人
は
い
な
い
●
二
〇
〇
四
年
一
月

出
来
な
い
約
束
は
し
な
い

し
た
約
束
は
守
る
●
二
〇
〇
四
年
二
月

天
道
我
に
あ
ら
ば

百
万
人
と
雖い

え
ど

も

我
、
行
か
ん
●
二
〇
〇
四
年
三
月

現
状
を
肯こ

う

定て

い

持
て
る
武
器
は
全
て
使
い

人
生
を
勝
ち
取
れ
●
二
〇
〇
四
年
四
月

ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー（
定
価
2
０
０
円
・
送
料
別
）を
ご
購
入
希
望
の

方
は
、ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン
編
集
局（
T
E
L
０
３-

５
５
７
０-

２
１
１
１
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

ホ
テ
ル
社
長
が
第
９
回
「
ち
い
き
経
済

賞
」（
総
務
省
、
日
本
経
済
新
聞
社
後
援
）の

チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
賞
を
受
賞
し
、
都
内
に

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
金
の
楯
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
総
務
省
よ
り
認
可
さ
れ
た（
社
）

地
域
経
済
総
合
研
究
所
が
主
催
す
る
も
の

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
賞
は
「
古
い
慣
習
、

既
成
概
念
を
打
破
し
、
地
域
社
会
で
の
革

新
的
活
動
を
通
じ
て
地
域
経
済
発
展
に
貢

献
し
た
企
業
、
団
対
等
」
に
送
ら
れ
る
も

の
で
す
。

ア
パ
ホ
テ
ル
の
、き
め
細
や
か
な
「
も
て

な
し
の
心
」で
宿
泊
者
の
立
場
に
立
ち
、
沈

滞
ム
ー
ド
の
ホ
テ
ル
業
界
に
新
風
を
吹
き

込
ん
だ
こ
と
が
受
賞
の
決
め
手
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

第
９
回

「
金
の
盾
」

ち
い
き
経
済
賞

受
賞
！

ア
パ
グ
ル
ー
プ
の  

今  

に
ズ
ー
ム
イ
ン 
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こ
の
度
ア
パ
グ
ル
ー
プ
は
、
り
そ
な
銀
行

大
阪
ビ
ル（
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
３
丁

目
・
敷
地
面
積
３
、
５
０
２
・
４
７

）を
取

得
し
ま
し
た
。

大
阪
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
御
堂
筋
に
近

く
、「
梅
田
駅
」
ま
で
３
分
の
地
下
鉄
御
堂
筋

線
「
淀
屋
橋
駅
」
ま
で
徒
歩
２
分
、
地
下
鉄
堺

筋
線
「
北
浜
駅
」
ま
で
徒
歩
４
分
の
好
立
地

で
、
現
在
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
ホ
テ
ル
、

商
業
業
務
施
設
が
融
合
し
た
複
合
施
設
の
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
現
在
、
地
下
鉄
谷
町
線
及
び
中

央
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
「
谷
町
４
丁

目
駅
」
徒
歩
１
分
の
都
心
立
地
に
、
地
下
４

階
・
地
上
32
階
建（
マ
ン
シ
ョ
ン
全
３
０
３

邸
・
ホ
テ
ル
全
３
３
９
室
予
定
）の
ホ
テ
ル
＆

マ
ン
シ
ョ
ン
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し

て
お
り
、ア
パ
グ
ル
ー
プ
の
大
阪
で
の
躍
進
に

周
囲
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
高
麗
橋

り
そ
な
大
阪
ビ
ル
取
得
！

m2
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